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       立命館大学体育会射撃部 

       ＯＢ通信 2009 年度版     

 

■ 創部 80 周年記念式典を開催しました 

 

（立命館大学副総長の本郷先生よりご挨拶） 

 

2009 年 7 月 18 日（土）、立命館大学体育会射撃部

の創部 80 周年を記念する式典を京都タワーホテルに

て開催しました。当日はまず式典に先立って恒例の

OB総会を開催し、立命館大学射撃部基金の創設を大

学に申し入れることを決議しました。そして夕刻より、

立命館大学の役職者および体育会関係部門の方々、

他大学の射撃部監督や OB 会長の方々、近隣府県射

撃協会役員の皆様など多数のご来賓をお招きし、駆

けつけてくださいました OB の皆様や現役諸君をあわ

せ総勢 100 人を越える参加者を得て盛大に開催する

ことができました。式典では、立命館大学からは副総

長の本郷真紹先生より、学連からは日本学生ライフル

射撃連盟副会長で同志社射撃倶楽部名誉会長の加

藤明雄様より、他大学関係者を代表しては関東からわ

ざわざお越しいただいた早稲田大学体育局射撃部の

溝部監督よりご挨拶をいただきました。 

現役部員は司会進行や戦績報告を担当するなど式典

でも活躍してくれました。また今春に日本学生代表とし

てドイツに遠征した2回生の松本部員から、パソコンや

ビデオを使っての遠征報告が行われました（本紙にも

掲載しております）。 

出席いただいた来賓、OB、現役の皆で、吉田先輩（昭

和 47 卒）より差し入れいただいた地元新潟の銘酒を

飲みつつ、大いに語らい、旧交を温めるとともに、OB

総会で決した立命館射撃部基金を来賓の大学幹部に

アピールすることもでき、盛会のうちに終える事ができ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（現役より松岡主将が挨拶） 

 

このたびの式典開催に際しては、昨年来より有志の理

事と現役諸君により実行委員会を組織し、企画を進め

てきました。式典開催に合わせた記念事業として、久

しく発刊されていなかった射撃部機関紙「筒音」を復刊

し、あわせて作成した記念タオルとともに参加いただ

いた皆様にお渡しする事ができました。 

筒音製作に際しては多数 OB の皆様より原稿やコメン

トをちょうだいしました。この場を借りて御礼申し上げま

す。今後、筒音は定期的に発行されますので（次回は

3 年後の予定）、これからもご協力をお願いいたしま

す。 

 

 

（最後はやはり現役部員のエールで全員が応援歌斉唱） 
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■ 昨年後期からの主な戦績 （団体） 

第 55 回 秋季全関西学生ライフル射撃選手権大会 

2008/9/3～9/6 能勢町ライフル射撃場（大阪府） 

種目 成績 順位 

男子団体 6,775 2 位 

女子団体 2,783 3 位 

 

第 55 回 全日本学生ライフル射撃選手権大会 

2008/10/29～11/2 長瀞総合射撃場（埼玉県） 

種目 成績 順位 

男子団体 6,857 3 位 

女子団体 2,806 6 位 

 

第 34 回 全関西学生ライフル射撃新人戦 

2008/11/17～11/18 能勢町ライフル射撃場（大阪府） 

種目 成績 順位 

10mS60M 団体 1,737 2 位 

 

 

 

 

第 56 回 春季全関西学生ライフル射撃選手権大会 

2009/5/8～5/10 能勢町ライフル射撃場（大阪府） 

種目 成績 順位 

男子団体 6,830 1 位 

女子団体 2,825 2 位 

 

第 39 回 西日本射撃選手権大会 

2009/6/27～6/28 能勢町ライフル射撃場（大阪府） 

種目 成績 順位 

男子団体 6,868 1 位 

女子団体 2,830 2 位 

 

第 56 回 秋季全関西学生ライフル射撃選手権大会 

2009/9/9～9/12 能勢町ライフル射撃場（大阪府） 

種目 成績 順位 

男子団体 6,832 1 位 

女子団体 2,815 2 位 

 

 

 

 

第 56 回 全日本学生ライフル射撃選手権大会 

2009/10/30～11/3 能勢町ライフル射撃場（大阪府） 

種目 順位 

男子団体 5 位 

女子団体 4 位 

 

2009 年度 関西六大学定期戦 

大学名 成績 順位 

明治大学 5,172 1 位 

関西大学 5,130 2 位 

立命館大学 5,098 3 位 

同志社大学 5,089 4 位 

慶応義塾大学 5,024 5 位 

早稲田大学 5,022 6 位 

 

 

 

 

 

このページの写真は全て現役からもらった、2009 年度

の第 56 回 春季全関西学生ライフル射撃選手権大会

で撮影されたものです。 
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■ ズール国際ジュニア射撃選手権に出場して 

   松本 知子（産業社会学部 2 回生） 

 

（写真前列右端が松本部員） 

 

 この度、4 月 27 日から 5 月 2 日までドイツのズール

にて行われたジュニアの国際大会に出場させていた

だきました。このような大きな舞台での試合は、私の射

撃人生によい影響を与えてくれたと思います。今回は

OB 通信という場でズールでの大会について書かせて

頂くということで、今回の大会が大変貴重な経験だっ

たということが伝わればと思っています。 

私は国際大会を経験するのは今回が初めてだった

ので、出場が決まってからの 1 ヶ月は嬉しさ半分、緊

張半分で、とにかく楽しんで試合をしたいと思い、期待

をふくらませていました。 

27 日は移動日で、フランクフルトからズールまでは

スペインチームと、日本のクレー射撃協会の方々とバ

スで移動しました。この日に射撃場に射撃荷物と銃を

預けたのですが、アクリエイトという ID カードのような

物で管理していて日本との大きな差を感じました。28

日は丸一日時差調節に割り当てられていて、丸一日

空いているということで、ジャパンチームで射撃の博物

館を見学するなどズールの観光をしたり、クレー射撃

協会の方と交流したりと国際大会に対する緊張が少し

和らいだのを覚えています。29日、30日は公開練習で、

十分に射場に慣れる事が出来たと思います。射場は

広大な敷地に 10ｍ、25ｍ、50ｍの射撃場と、クレー射

撃場、さらに食堂などがあり、あまりの規模の大きさに

びっくりしてしまいました。1 日は試合で、私はせっかく

射場に慣れる事が出来ていたにもかかわらず、周囲

の雰囲気に完全に緊張してしまい個人では 388 点と納

得のいく結果が出せませんでした。しかし団体では 3

位と次への自信に繋がる結果を残す事が出来てよか

ったと思っています。 

今回、国際大会に出場させて頂いたことで、全国大

会以上の緊張や、海外の選手との交流、また普段経

験することのない種目を目にすることができたり、最初

に期待していた以上の経験を得る事ができました。最 

後になりましたが、現役部員の方々の応援はもちろん

ですが、OB の先輩方の支援金をはじめ壮行会を開い

て頂くなどの応援、ご尽力なくしては、このような貴重

な経験は得ることが出来ませんでした。本当にありが

とうございました。今回だけにとどまらず、来年も同大

会への出場資格を獲得して今度は優勝出来ればと考

えています。OB の先輩方の期待に恥じぬよう世界で

活躍出来る選手になっていきたいと思っておりますの

で、これからも応援よろしくお願いします。 

 

■ 2009 年度 現役部員幹部紹介（現 4 回生） 

[主将] 松岡 江里奈（産業社会学部） 

私立済美高等学校（岐阜県） 

 

[副将] 大田 陽介（法学部） 

福井県立藤島高等学校 

 

[副将] 杉山 裕一（理工学部） 

静岡県立掛川西高等学校 

 

[学連] 廣瀬 嘉彦（経済学部） 

私立清風高等学校（大阪府） 

 

■ 2010 年度 現役部員幹部紹介（新 4 回生） 

[主将] 山下 隆司（文学部） 

岐阜県立郡上北高等学校出身 

 

[副将] 齋藤 伸吾（法学部） 

徳島県立城北高等学校出身 

 

[副将/学連] 梅垣 拓己（政策科学部） 

ニュージーランド国立 

Takapuna Grammar School 出身 

 

[学連] 鈴木 昂志（法学部） 

私立清林館高等学校出身(愛知) 

 

（2009 年度 春関にて、全員集合写真） 
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■ 2009 年度新入部員の紹介 

今年は 8 名の新入生が入部しました。 

これからの 4 年間、しっかりがんばってください！ 

 

田村 理沙 （文学部） 

兵庫県立明石西高等学校 出身 

 

竹田 朋広 （産業社会学部） 

私立文徳高等学校（熊本県）出身 

 

高橋 祥太 （法学部） 

私立新田高等学校（愛媛県）出身 

 

鈴木 崇人 （法学部） 

私立東北学院高等学校（宮城県）出身 

 

鐙 貴之 （理工学部） 

私立東山高等学校（京都府）出身 

 

生島 美月 （法学部） 

福井県立羽水高等学校 出身 

 

須貝 大樹 （理工学部） 

山形県立南陽高等学校 出身 

 

高岡 侑香子 （文学部） 

済美平成中等教育学校（愛媛県）出身 

 

■ 1 年間の OB 会の活動について 

◆ オール立命館校友大会 2008 への参加報告 

 

2008 年 11 月 1 日（土）立命館学園の校友大会「オー

ル立命館校友大会 2008」がホテルグランヴィア京都に

て開催されました。多くの立命館大学、立命館アジア

太平洋大学、附属校の OB/OG で賑わいました。射撃

部 OB 会よりは太田会長、林先輩、丸山さん、三谷

（OB 会事務局）の 4 名が出席しました。 

 

 

◆ 2008 年度 体育会歓送会への参加報告 

 

2009 年 2 月 14 日（土）滋賀県の大津プリンスホテルに

て、立命館大学体育会本部の現役学生による企画・

運営により「2008 年度 立命館大学体育会歓送会」が

今年も開催されました。立命館大学関係者を含む多く

方々を集めて盛大に執り行われました。体育会各部

の OB/OG、現役学生も多数出席し、射撃部 OB 会か

らは太田会長、林先輩、服部先輩、田切監督、八田さ

ん、三谷（OB 会事務局）の 6 名が、現役部員からは木

下君（前主将）、松岡さん（新主将）、山下君、斉藤君

の 4 名が出席しました。本会では 2008 年度に優れた

成績を残した現役学生への表彰も行われ、射撃部は

今年度も団体および個人（川端さん、木下君）として学

生部長賞を受賞しました。 

 
◆ 創部80周年記念式典実行委員会の開催について 

2008 年度の OB 総会で、創部 80 周年の記念式典を有

志の実行委員会を設けて企画・実施することが決まり

ました。その後、実行委員会委員長には馬渕先輩（昭

和 20 年卒）にご就任いただき、京都近郊の OB を中心

に 2008 年 10 月より毎月、大学の朱雀キャンパスの会

議室を借りて委員会を開催してきました。この間、戦後

の筒音復刊にご尽力された土本先輩（昭和 37 年卒）、

いつも総会や行事にご出席いただいている山本泰助

先輩（昭和 32年卒）はじめ、遠方よりも OB有志にご出

席いただき、議論を積み重ねてきました。また、実行委

員会には毎回、現役部員も参加し、本番だけでなく準

備においても力を尽くしてくれました。この場をお借りし

て、ご協力、ご尽力いただいた全ての皆様にお礼申し

上げます。ありがとうございました。 
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